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－ 入札説明書 記載例 1 － 
 

入 札 説 明 書  
総 合 評 価 方 式 （ 施 工 体 制 確 認 型 ）  

  

本 説 明 書 は 令 和 ８ 年 ９ 月 ３ ０ 日 入 札 公 告 を 行 っ た 下 記 ２ の 工 事 の 総 合 評 価 方 式 に 関 す る

補 足 的 事 項 を 記 載 し た も の で あ る 。  

 

  令 和 ８ 年 ９ 月 ３ ０ 日  

 

                  島 根 県 知 事 職 務 代 理 者  島 根 県 副 知 事  石 原  恵 利 子  

 

記  

 

１  担 当 部 局   島 根 県 土 木 部 都 市 計 画 課 街 路 係   

            〒 690-8501  島 根 県 松 江 市 殿 町 ８  番 地 （ 島 根 県 庁 南 庁 舎 ４ 階 ）  

 Te l  0852-22-5574 Fax 0852-22-6004 

 

２  入 札 に 付 す る 工 事   

工事名 （都）揖屋馬潟線 防災安全交付金（街路）事業 道路改良工事（第８期） 

 

３  総 合 評 価 方 式 の 評 価 方 法 及 び イ メ ー ジ 図 （ 一 般 的 事 項 ）  

（ １ ） 総 合 評 価 方 式 （ 施 工 体 制 確 認 型 ） に よ る 入 札 者 の 順 位 付 け  

施 工 体 制 確 認 型 総 合 評 価 方 式 で は 、 技 術 提 案 の 内 容 と 施 工 体 制 の 審 査 結 果 は 技 術 提

案 が 確 実 に 実 現 で き る 程 度 に 関 連 す る こ と か ら 、 技 術 提 案 評 価 点 に 関 す る 加 算 点 は 、 技

術 提 案 評 価 点 に 施 工 体 制 評 価 点 の 満 点 に 対 す る 割 合 を 乗 じ た も の （ 小 数 点 第 ２ 位 を 四 捨

五 入 し た 数 値 ） と す る 。 こ の 技 術 提 案 加 算 点 と 、 技 術 提 案 以 外 （ 企 業 、 技 術 者 及 び 地 域 貢

献 等 ） に 係 る 評 価 点 、 及 び 施 工 体 制 評 価 点 に 標 準 点 （ １ ０ ０ 点 ） を 加 え た も の を 「 技 術 評 価

点 」 と す る 。  

総 合 評 価 方 式 の 評 価 は 「 技 術 評 価 点 」 を 当 該 入 札 参 加 者 の 入 札 価 格 で 除 し た 値 （ 評 価

値 ） の 大 小 を も っ て 行 う 。  

 

 

 

 

 

 

（ ※ ） 下 線 部 は 小 数 第 ２ 位 を 四 捨 五 入 し た 数 値 と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

技術提案等加算点＝技術提案評価点×（施工体制評価点／２０点）（※） 

                 ＋技術提案以外の評価点 

技術評価点＝標準点（１００点）＋技術提案等加算点＋施工体制評価点 

評 価 値 ＝ 技術評価点 ÷ 入札価格 
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（ ２ ） 総 合 評 価 方 式 の イ メ ー ジ  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４  評 価 項 目 及 び 評 価 基 準   

（ １ ） 技 術 提 案  

発注者が示す施工方法等の標準的な仕様（以下「標準案」という。）を上回る方法で施工する内容を

示した施工上の提案について評価する。 

（ 評 価 の 判 断 基 準 ）  

・  加 算 点 を 与 え る の は 、 履 行 状 況 が 具 体 的 に 確 認 、 検 査 で き る も の に 限 る 。 た だ し 、 過

度 に コ ス ト 負 担 を 要 す る 事 項 と 判 断 し た 場 合 は 、 よ り 優 位 な 評 価 は し な い 。  

・  加 算 点 算 出 に お け る 判 定 値 は 、 発 注 者 が 想 定 す る 課 題 項 目 に 対 し て 評 価 で き る 提 案

の あ っ た 個 数 と 内 容 （ 特 に 優 れ た も の ） を 考 慮 し て 決 定 す る 。  

・  記 載 す る 内 容 は 、 説 明 の 要 点 （ 目 的 、 具 体 的 な 手 法 ＜ 施 工 数 量 、 施 工 位 置 、 施 工 範

囲 、 施 工 期 間 、 使 用 材 料 、 使 用 機 械 等 ＞ 、 効 果 、 技 術 的 な 根 拠 、 標 準 案 に 対 す る 優

位 性 等 ） を わ か り や す く 記 述 す る こ と 。  

・  説 明 の 要 点 が 記 載 さ れ て い な い も の 、 あ い ま い な 表 現 の も の （ 例 え ば 、 「 必 要 に 応 じ

て ○ ○ す る 」 、 「 ○ ○ す る よ う に 努 め る 」 、 「 可 能 な 限 り ○ ○ す る 」 等 ） 、 他 の 施 設 管 理

者 と 新 た な 協 議 や 調 整 が 必 要 と な る も の 、 工 事 施 工 箇 所 の 現 場 条 件 が 考 慮 さ れ て い

な い も の な ど は 評 価 し な い 。  

・  評 価 課 題 の 提 案 個 数 の 上 限 数 が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 記 載 順 に 評 価 し 、 上 限 を 超 え

て 記 載 さ れ た 内 容 に つ い て は 提 案 と し て 評 価 の 対 象 と し な い 。  

・  １ つ の 提 案 内 容 （ 同 一 枠 内 等 ） に 複 数 の 提 案 が 記 載 さ れ て い る と 判 断 し て も 、 １ つ の

提 案 と し て 評 価 す る 。 こ の 場 合 、 複 数 の 提 案 中 の 最 も 評 価 の 低 い も の で 加 算 点 の 算

定 を 行 う 。  

・  必 要 に 応 じ て 資 料 も 添 付 で き る が 、 必 要 最 小 限 の 枚 数 に 留 め る こ と 。 不 明 確 と 判 断 し

た 場 合 は 添 付 資 料 と し て 取 り 扱 わ な い 。  

 

（ 減 点 評 価 す る 場 合 に つ い て ）  

・  評 価 項 目 （ １ ） － ① ～ ③ の 「 技 術 提 案 の 有 無 」 に つ い て 、 記 載 が 無 い 場 合 は 標 準 点 １

０ ０ 点 を ０ 点 と す る 。  

・  「 技 術 提 案 の 有 無 」 を 「 有 」 と 記 載 し た 場 合 は 、 「 技 術 提 案 が 採 用 さ れ な か っ た 場 合 の

加
算
点 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｄ 

入札価格 
予定価格 低入札調査基準価格 

基準評価値 

技術評価点 

標準点 
（１００点） 

技術評価点の最高限度 

各社の評価値＝技術評価点／入札価格 

評価値の大小（すなわち直線の傾き）で順位

をつける。 

Ａ社はＢ社より入札価格は高いが技術評価

点が高いことにより、価格のハンディを技術

力で逆転する。 

→ Ａ社が落札者となる。 

ただし、Ｄ社が低入札価格調査において適

切とされた場合はＤ社が落札者となる。 

Ｃ社は予定価格超過のため落札者としな

い。 
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標 準 案 で の 施 工 の 意 志 の 有 無 （ 以 下 「 標 準 案 で の 施 工 の 意 志 」 と い う ） 」 を あ わ せ て 記

載 す る 。 記 載 が な い 又 は 「 無 」 と 記 載 し た 場 合 は 、 標 準 点 １ ０ ０ 点 を ０ 点 と す る 。  

・  「 技 術 提 案 の 有 無 」 に 「 無 」 と 記 載 し た 場 合 は 、 標 準 案 に よ り 施 工 す る こ と 。 た だ し 、 そ

の 場 合 は 減 点 評 価 の 対 象 と す る 。  

・  複 数 の 技 術 提 案 の 課 題 が あ り 、 一 部 の 課 題 し か 提 案 が な い 場 合 は 、 提 案 が 全 く な い

場 合 の 減 点 数 に 提 案 が な か っ た 課 題 数 を 按 分 し て 減 点 数 を 算 出 す る 。 （ 小 数 第 ２ 位

四 捨 五 入 ）  

・  「 技 術 提 案 の 有 無 」 に 「 有 」 と 記 載 し 、 「 標 準 案 で の 施 工 の 意 志 」 に 「 有 」 と 記 載 し た 場

合 は 、 技 術 提 案 が 採 用 さ れ な い 場 合 で も 、 課 題 と の 関 連 性 が 認 め ら れ れ ば 減 点 し な

い 。  

 

（ 提 案 内 容 の 履 行 義 務 に つ い て ）  

・  提 案 内 容 は 、 評 価 結 果 及 び 履 行 義 務 の 有 無 を 明 ら か に し た 上 で 契 約 書 に 記 載 す る 。  

・  落 札 者 が 契 約 後 に 提 出 す る 施 工 計 画 書 に は 、 「 評 価 す る 」 と さ れ た 提 案 内 容 を 反 映 さ

せ る も の と す る 。  

・  「評価しない」とされた提案で あ っ て も 、 仕 様 書 等 で 規 定 さ れ る 事 項 は 実 施 し な け れ ば

な ら な い 。  

・  「評価しない」とされた提案については、受発注者協議により実施することも可能であり、実

施した結果、品質向上等の効果が確認できた時は、工事成績評定で評価する場合がある。 

 
① 盛土の品質向上 

本工事の盛土は、縁切矢板工及び仮締切工により承水路を締め切った内部で土砂の安定処理を行っ

た上で、路体盛土を行う。 

このため、鋼矢板接合部からの漏水の抑制、承水路を締め切った内部の水を排除するなど、盛土の品

質を向上させるための施工方法、管理方法の提案について評価する。 

提案は３個を上限とし、提案ごとに評価を行う。 

○標準案  

◇油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用）による鋼矢板（ⅡL、Ⅲ、Ⅳ型）の打込みを想定している。  

◇島根県公共工事共通仕様書第３編土木工事共通編第２章一般施工に記載のとおり。 

■評価基準  
◆評価できる提案の総数を判定値とする。  
◆判定値が最も高いものの加算点を５点とする。（ただし、判定値が全員０点の場合、加算点は０点と 

する。）  
◆それ以外のものは判定値による按分で加算点を算出（小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで）  

【加算点＝５点×（当該者の判定値／提案者の最高判定値）】 
 
② 周辺環境対策 

本工事現場は、一般家屋や事業所等が近接しているため、鋼矢板を打込む縁切矢板工及び仮締切工

や路体部の安定処理工事に伴う騒音、振動、粉塵を低減する必要がある。また河川内の工事であり、矢板

の打込みや浚渫に伴う水質汚濁に対する配慮も重要となる。 

このため、これら周辺環境への配慮１）近接家屋に対する騒音、振動対策、２）近接家屋等に対する粉塵

対策、３）河川汚濁防止対策についての提案を評価する。 

提案は３個を上限（それぞれの対策事項について、提案は１個まで）とし、提案ごとに評価を行う。なお、

対策は施工区域内（別図参照）で実施可能な提案とすること。 

○標準案 

◇騒音、振動対策として、油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用）にて鋼矢板を打込む。 

◇粉塵対策として、路体部の安定処理工で発塵抑制型の固化材を使用する。 
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◇河川汚濁防止対策として、施工範囲より下流へ汚濁防止フェンスを設置する。 

◇島根県公共工事共通仕様書第１編共通編第１章総則に記載のとおり。 

■評価基準 

◆評価できる提案の総数を判定値とする。 

◆判定値が最も高いものの加点数を５点とする。ただし、判定値が全員０点の場合、加点数は０点とす

る。 

◆それ以外のものは判定値による按分で加算店を算出（少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで）

【加算点＝５点×（当事者の判定値／提案者の最高判定値）】 

 
③地域住民とのコミュニケーション 

工事期間中に地域住民や近隣の小中学校とのコミュニケーションを強化することは、工事を円滑に

進めるうえで重要であり、施工者が工事期間中に講じる活動についての提案を評価する。 

提案は２個を上限とし、提案ごとに評価を行う。 

記載する内容は説明の要点（目的、対象となる地域や住民、具体的な手法、効果等）がわかり易いよ

うにまとめること。具体的な記載がない場合や、パンフレットの配布、ホームページによる広報など一方

的な情報発信の提案は評価しない。 

なお、地域住民を対象とする活動については、少なくとも東出雲町東町１区自治会、東町２区自治会、

東灘自治会、倉本町自治会、平賀自治会の５自治会全てを含むものとし、小中学校を対象とする活動

については、少なくとも東出雲中学校、揖屋小学校の２校全てを含むものとする。地域のみ、小中学校

のみ、または地域及び小中学校の両方を対象とした提案も可とする。 

提案は 2 個を上限とし、提案ごとに評価を行う。ただし、同じ活動内容については１提案を上限とす

る。 

※同じ活動内容の例：小中学校のみを対象とした現場見学会と地域住民のみを対象とした現場見学会 

 

■評価基準 

◆評価できる提案が２個の者は２点 

◆評価できる提案が１個の者は１点 

◆提案があっても評価できる提案がない者は０点 

  

（ ２ ） 企 業 の 評 価  

① 企 業 の 工 事 成 績 評定点 

企 業 の 工 事 成 績 評 定 点 の 平 均 点 を 評 価 す る 。  

 

対 象 と な る 工 事 成 績  

完 成 年 度  令 和 ５ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 （ 完 成 及 び 引 き 渡 し が 完 了 ）  

発 注 機 関  島 根 県 （ 総 務 部 、 農 林 水 産 部 、 土 木 部 ）  

工 事 種 別  一 般 土 木 工 事 、 維 持 修 繕 工 事  

建 設 工 事 の 種 類  
土 木 一 式 工 事 、 と び ・ 土 工 ・ コ ン ク リ ー ト 工 事 、 し ゅ ん せ つ

工 事  

  

■ 評 価 基 準  

◆対象となる工事成績が２件以上の場合、表１により加算点を算定する。 

◆対象となる工事成績が１件または無い場合、表２により加算点を算定する。 
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   （表１）                               

評定点の 
平均点 

80 点以上 80 点未満 73 点以上 
73 点未満
70 点以上 

70 点未満 

加算点 5.0 点  
加算点＝1.5 点＋｛3.5×（評定 

点の平均点－73.0）／7｝
1.0 点  0 点  

※評定点の平均点は小数第２位を四捨五入、加算点は小数第２位を切り捨て 

 

 

 

（表２） 

評定点 80 点以上 80 点未満 73 点以上 
73 点未満
70 点以上 

70 点未満 
又は実績無し 

加算点 4.5 点  
加算点＝（表１で計算した加算点）

×0.9 
0.9 点  0 点  

※加算点は小数第２位を切り捨て 

 

② 企 業 の 同 種 工 事 の 施 工 実 績                                                 

企 業 の 同 種 工 事 の 施 工 実 績 を 評 価 す る 。  

 

対 象 と な る 施 工 実 績  

対 象 期 間  平 成 ２ ８ 年 度 か ら 入 札 公 告 日 前 日 ま で  

発 注 機 関  島 根 県 （ 総 務 部 、 農 林 水 産 部 、 土 木 部 ）  

工 事 種 別  一 般 土 木 工 事 、 維 持 修 繕 工 事  

建 設 工 事 の

種 類  

土 木 一 式 工 事 、 と び ・ 土 工 ・ コ ン ク リ ー ト 工 事 、 し ゅ ん せ つ 工

事  

工 事 内 容  

の 条 件 等  

同 種 工 事 と は 、 元 請 ま た は 共 同 企 業 体 （ 経 常 Ｊ Ｖ を 除 く ） の 構

成 員 （ た だ し 出 資 比 率 20％ 以 上 ） と し て 施 工 し た 、 矢 板長９．

５ｍ以上の鋼矢板（圧入方式）打設工を含む完 成 及 び 引 き 渡 し が 完

了 し た 工 事 を い う 。  

た だ し 、 工 事 成 績 評 定 点 が ７ ３ 点 未 満 の 場 合 の も の は 実 績 と

し て 認 め な い 。  

 

■ 評 価 基 準  

◆ 対 象 と な る 施 工 実 績 が ２ 回 以 上 あ る 者 は ２ 点  

◆ 対 象 と な る 施 工 実 績 が １ 回 あ る 者 は １ 点  

◆ 対 象 と な る 施 工 実 績 が な い 者 は ０ 点  
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③ 企 業 の 優 良 工 事 表 彰 （ 優 良 工 事 施 工 団 体 表 彰 ）  

島 根 県 内 の 公 共 事 業 に お い て 、 企 業 と し て 受 け た 優 良 工 事 表 彰 （ 優 良 工 事 施 工 団

体 表 彰 ） を 評 価 す る 。  

 

対 象 と な る 表 彰  

表 彰 年 度  令 和 ４ 年 度 か ら 令 和 ８ 年 度 （ 過 去 ５ 年 間 ）  

表 彰 機 関  島 根 県 及 び 中 国 地 方 整 備 局  

工 事 種 別  一 般 土 木 工 事 、 維 持 修 繕 工 事  

建 設 工 事 の

種 類  

土 木 一 式 工 事 、 と び ・ 土 工 ・ コ ン ク リ ー ト 工 事 、 し ゅ ん

せ つ 工 事  

表 彰 の 種 類  

知事による優良工事表彰、整備局長による優良工事施工団体

表彰、または整備局部長・整備局事務所長による優良工事施

工団体表彰 

 

 

■評 価 基 準  

◆対象となる優良工事施工団体表彰が２回以上の者は２点 

◆対象となる優良工事施工団体表彰が１回ある者は１点 

◆上記以外の場合は０点 

 

④登録基幹技能者の配置 

本 工 事 に お い て 、 登 録 機 械 土 工 基 幹 技 能 者 を 現 場 へ 配 置 す る 場 合 に つ い て 評 価 す

る 。  

た だ し 、 登 録 機 械 土 工 基 幹 技 能 者 は 、 主 任 技 術 者 （ 下 請 企 業 も 含 む ） 及 び 監 理 技 術

者 以 外 の 者 と し 、 路 体 盛 土 の 工 程 の 全 期 間 に お い て 現 場 に 配 置 さ れ る こ と と す る 。  

■評 価 基 準  

◆ 登 録 基 幹 技 能 者 を 現 場 へ 配 置 す る 場 合 １ 点  

◆ 配 置 し な い 場 合 は ０ 点  

 

（ ３ ） 配 置 予 定 技 術 者 の 評 価  

（ 注 １ ） 複 数 の 配 置 予 定 技 術 者 を 候 補 者 と し た 場 合 は 、 候 補 者 の う ち 評 価 点 合 計 の 最 も 低

い 者 で 評 価 す る 。  

（ 注 2） 配 置 予 定 技 術 者 は 、 主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 と す る 。  

 

①  配 置 予 定 技 術 者 の 継 続 学 習  

令 和 ２ 年 度 か ら 入 札 公 告 日 前 日 ま で に 取 得 し て い る Ｃ Ｐ Ｄ Ｓ ユ ニ ッ ト を 評 価 す

る 。  

 

■評 価 基 準  

◆ １ ０ ０ ユ ニ ッ ト 以 上 あ る 者 は １ 点  

◆ ３ ０ ユ ニ ッ ト 以 上 １ ０ ０ ユ ニ ッ ト 未 満 の 者 は ０ ． ５ 点  

◆ ３ ０ ユ ニ ッ ト 未 満 の 者 は ０ 点  
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② 配 置 予 定 技 術 者 の 同 種 工 事 の 施 工 経 験  

配 置 予 定 技 術 者 の 同 種 工 事 の 施 工 経 験 を 評 価 す る 。  

対 象 と な る 施 工 経 験  

対 象 期 間  平 成 ２ ８ 年 度 か ら 入 札 公 告 日 前 日 ま で  

発 注 機 関  島 根 県 （ 総 務 部 、 農 林 水 産 部 、 土 木 部 ）  

工 事 種 別  一 般 土 木 工 事 、 維 持 修 繕 工 事  

建 設 工 事 の

種 類  

土 木 一 式 工 事 、 と び ・ 土 工 ・ コ ン ク リ ー ト 工 事 、 し ゅ ん せ つ 工

事  

工 事 内 容  

の 条 件 等  

同 種 工 事 と は 、 監 理 技 術 者 （ 監 理 技 術 者 補 佐 を 含 む ） 、 主 任

技 術 者 ま た は 現 場 代 理 人 と し て 担 当 し た 、 矢板長４.５ｍ以上の

鋼矢板（圧入方式）打設工を含む完成及び引き渡しが完了した工事をい

う。 
た だ し 、 鋼 矢 板 打 設 工 （ 圧 入 方 式 ） 着 手 か ら 完 了 ま で 従 事 し

て い な け れ ば 加 点 の 対 象 と し て 認 め な い 。  

ま た 、 工 事 成 績 評 定 点 が ７ ３ 点 未 満 の 場 合 の も の は 施 工 経 験

と し て 認 め な い 。  

 

■評 価 基 準  

◆ 対 象 と な る 施 工 経 験 が ２ 回 以 上 あ る 者 は ２ 点  

◆ 対 象 と な る 施 工 経 験 が １ 回 あ る 者 は １ 点  

◆ 対 象 と な る 施 工 経 験 が な い 者 は ０ 点  

 

③ 配 置 予 定 技 術 者 の 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰  

島 根 県 内 の 公 共 事 業 に お い て 、 配 置 予 定 技 術 者 が 受 け た 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰 を

評 価 す る 。  

 

対 象 と な る 表 彰  

表 彰 年 度  令 和 ４ 年 度 か ら 令 和 ８ 年 度 （ 過 去 ５ 年 間 ）  

表 彰 機 関  島 根 県 及 び 中 国 地 方 整 備 局  

工 事 種 別  一 般 土 木 工 事 、 維 持 修 繕 工 事  

建 設 工 事 の

種 類  

土 木 一 式 工 事 、 と び ・ 土 工 ・ コ ン ク リ ー ト 工 事 、 し ゅ ん

せ つ 工 事  

表 彰 の 種 類  
主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 と し て 受 け た 、 優 秀 建 設 技 術 者 表

彰  

島根県が行ったものについては優良工事知事表彰該当工事の優秀建設技術者表  

彰、中国地方整備局が行ったものについては整備局長、整備局部長又は整備局事

務所長の優秀建設技術者表彰とする。  

 ただし、元請け又は共同企業体（経常ＪＶは除く）構成員（ただし出資比率 20％

以上）として受注した工事とする。  
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■評 価 基 準  

◆対象となる優良工事施工団体表彰が２回以上の者は２点 

◆対象となる優良工事施工団体表彰が１回ある者は１点 

◆上記以外の場合は０点 

 

（ ４ ） 地 域 貢 献 ・ そ の 他  

①  事 業 継 続 計 画 （ BCP） 認 定 及 び 防 災 協 定 ※ の 締 結 実 績  

次に掲げる契約実績もしくは認定状況を評価する。（ 協 定 を 締 結 し た 団 体 の 構 成 員 は も と

よ り 、 協 定 に 参 加 し て い る 協 力 企 業 等 も 対 象 と す る 。 た だ し 、 評 価 の 対 象 者 は 、 団 体 が

所 管 す る 地 域 内 に 建 設 業 法 に 規 定 す る 営 業 所 を 有 す る 者 に 限 る 。 ）  

※ 「 風 水 害 ・ （ 雪 害 ・ ） 地 震 災 害 ・ そ の 他 の 災 害 応 急 対 策 業 務 に 関 す る 協 定 」  

a 入札公告日前日における国土交通省中国地方整備局「 中 国 地 方 に お け る 地 域 建 設 業 の

事 業 継 続 計 画 認 定 制 度 」 に よ る 事 業 継 続 計 画 （ BCP） の 認 定  

b 令 和 ６ 年 度 及 び 令 和 ７ 年 度 の ２ 年 間 に お い て 、 島 根 県 と の 防 災 協 を 連 続 で 締 結 し

た 実 績 （ 所 属 し て い る 団 体 の 締 結 で も 可 ）  

 

■評 価 基 準  

◆すべて該当する者は２点 

◆１つ該当する者は１ 点  

◆ い ず れ に も 該 当 し な い 者 は ０ 点  

 

②  ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 又 は ハ ー ト フ ル し ま ね へ の 参 加 実 績  

令 和 ６ 年 度 及 び 令 和 ７ 年 度 の ２ 年 間 に お い て 、 島 根 県 内 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 又 は

ハ ー ト フ ル し ま ね へ の 参 加 実 績 を 評 価 す る 。  

 

■評 価 基 準  

◆ 両 年 度 と も 参 加 実 績 が あ る 者 は １ 点  

◆ 上 記 で な い 者 は ０ 点  

 

・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 客 観 的 に 認 め ら れ る も の （ 例 え ば 不 特 定 多 数 の 者 が 利 用 す る 公

共 ・ 公 益 施 設 等 に お け る 活 動 や 県 民 ・ 地 域 住 民 に 対 し て 行 う 活 動 、 あ る い は 社 会 福 祉

施 設 等 へ の 活 動 ） で 、 市 町 村 の 証 明 、 新 聞 記 事 、 社 内 報 掲 載 記 事 （ 社 外 に 公 表 し て

い る も の ） 、 自 治 会 長 等 の 証 明 な ど 実 績 を 証 明 で き る 物 を 添 付 す る こ と 。  

・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 及 び ハ ー ト フ ル し ま ね 活 動 の 参 加 実 績 は 、 会 社 と し て 年 度 間 の べ 人

数 が 10 名 以 上 ま た は 従 業 員 の 半 数 （ 最 低 3 名 ） 以 上 が 参 加 し て い る こ と 。  

従 業 員 数 は 当 該 活 動 時 点 の も の と す る 。  

 

③  県 管 理 公 共 土 木 施 設 に 関 す る 維 持 管 理 業 務 ま た は 海 岸 漂 着 物 の 回 収 業 務 の 契 約 実

績  

令 和 ６ 年 度 及 び 令 和 ７ 年 度 の ２ 年 間 に お け る 、 県 管 理 公 共 土 木 施 設 に 関 す る 維 持 管

理 業 務 （ 発 注 機 関 は 問 わ な い 。 島 根 県 発 注 業 務 に お い て は 県 が 認 め た 下 請 け 業 務 も

含 む 。 ） ま た は 島 根 県 発 注 の 海 岸 漂 着 物 の 回 収 業 務 の 契 約 実 績 （ 県 が 認 め た 下 請 け 業
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務 も 含 む 。 ） と し 、 そ れ ぞ れ の 年 度 で １ 回 の 契 約 期 間 が ５ ヶ 月 以 上 の も の に 限 り 評 価 す

る 。  

ま た 、 １ 回 の 契 約 期 間 が 両 年 度 に わ た る 場 合 は 、 契 約 期 間 の 長 い 方 の 年 度 を 評 価 す

る 。 た だ し 、 １ 回 の 契 約 期 間 が １ 年 ５ ヶ 月 以 上 の 場 合 、 両 年 度 と も 契 約 実 績 が あ る と し て

評 価 す る 。  

な お 、 指 定 管 理 者 制 度 に よ る も の は 評 価 の 対 象 外 と す る 。  

 

■評 価 基 準  

◆ 両 年 度 と も 契 約 実 績 が あ る 者 は ２ 点  

◆ ど ち ら か の 年 度 に 契 約 実 績 が あ る 者 は １ 点  

◆ 契 約 実 績 が な い 者 は ０ 点  

 

④  県 管 理 道 路 ・ 空 港 を 含 む 除 雪 業 務 の 契 約 実 績  

令 和 ６ 年 度 及 び 令 和 ７ 年 度 の ２ 年 間 に お い て 、 県 管 理 道 路 ・ 空 港 を 含 む 除 雪 業 務

（ 凍 結 防 止 剤 散 布 業 務 を 含 む ） の 契 約 実 績 を 評 価 す る 。 た だ し 、 島 根 県 発 注 業 務 に お

い て は 県 が 認 め た 下 請 け 業 務 も 含 む 。  

 

 

■評 価 基 準  

◆ 両 年 度 と も 契 約 実 績 が あ る 者 は ２ 点  

◆ ど ち ら か の 年 度 に 契 約 実 績 が あ る 者 は １ 点  

◆ 契 約 実 績 が な い 者 は ０ 点  

 

⑤  建 設 キ ャ リ ア ア ッ プ シ ス テ ム （ CCUS） の 活 用  

当該工事において建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）を活用することを確約する場合に評価する。 

なお、確約する場合は「建設キャリアアップシステム活用確約書」を提出すること 

 

■評 価 基 準  

◆ 建 設 キ ャ リ ア ア ッ プ シ ス テ ム （ CCUS） の 活 用 を 確 約 す る 者 は １ 点  

◆ 建 設 キ ャ リ ア ア ッ プ シ ス テ ム （ CCUS） の 活 用 を 確 約 し な い 者 は ０ 点  

 

（５）施工体制評価 
  ①品質確保の実効性 
     入札価格の範囲内において、どのように工事の品質確保のための体制づくりを行い、それが入札説明

書等に記載された要求要件の実現に係る実効性の向上につながるかについて審査する。 
 

■評価基準 

◆「優」とした場合は１０点 

◆「良」とした場合は ５点 

◆「可」とした場合は ０点 

 

   【審査項目】 
    １）建設副産物の受け入れ、過積載防止等の法令遵守の対応を確実に行うことが可能と認められるか。 
    ２）安全確保の体制が構築されると認められるか。 
    ３）その他工事の品質確保のための体制が構築されると認められるか。 
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② 施工体制確保の確実性 
     入札価格の範囲内において、品質確保のための体制のほか、どのように施工体制づくりを行い、それが

入札説明書等に記載された要求要件の実現に係る確実性の向上につながるかについて審査する。 
 

■評価基準 

◆「優」とした場合は１０点 

◆「良」とした場合は ５点 

◆「可」とした場合は ０点 

 

   【審査項目】 
    １）下請会社、担当工種、工事費内訳書等を勘案し、施工体制が確実に構築されると認められるか。 
    ２）施工計画を実現するための資機材の調達、労務者の確保計画等を勘案し、施工体制が確実に構築さ

れると認められるか。 
    ３）配置予定技術者が必要な資格を有しており、その配置が確実と認められるか。 
 

（ ６ ） 減 点  

①技術提案がない場合の減点 

上記（１）－①～②の技術提案の項目に対して、技術提案の有無を「無」と記載し、技術提案

をせず標準案での施工と記載した場合及び記載があっても課題との関連性が認められない提案の

場合は無回答と見なし、加算点合計の１割（今回は３．５点）を最大として減点（小数第２位を

四捨五入し、小数第１位まで）を行う。 

【 減点＝ ３．５点 × 無回答項目数 ÷ ２ 】 

  ［加算点合計の１割］       ［設定項目数］ 

ま た 、 （ １ ） － ③ の 技 術 提 案 が な い 場 合 は 標 準 点 を ０ 点 と す る 。  

 

②  低 入 札 工 事 の 工 事 成 績 が 良 好 で な い 場 合 の 減 点  

前 年 度 か ら 入 札 公 告 日 前 日 ま で に 完 成 し た 島 根 県 発 注 の 工 事 又 は 令 和 ７ 年 度 に 完

成 し た 国 土 交 通 省 中 国 地 方 整 備 局 発 注 の 工 事 で 、 低 入 札 価 格 調 査 対 象 工 事 が あ る 場

合 、 当 該 工 事 の 工 事 成 績 評 定 点 が ７ ５ 点 未 満 で あ れ ば 、 減 点 を 行 う 。 （ 工 事 成 績 評 定

点 が ７ ０ 点 未 満 の 場 合 、 入 札 に 参 加 す る こ と が で き な い 。 ）  

■減 点 基 準  

◆ ７ ０ 点 の 者 は － ５ 点  

◆ ７ ５ 点 の 者 は ０ 点  

◆ 中 間 の 者 は 按 分 で 点 数 を 算 出  

【 減 点  ＝  ５ 点  ×（ ７ ５ － 低 入 札 工 事 の 点 数 ） ÷（ ７ ５ － ７ ０ ）  】  

なお、対象工事が複数ある場合は、工事成績評定点が一番低い工事を減点対象工事とする。 

『 減 点 の 計 算 事 例 』  

Ａ 社 の 令 和 ７ 年 度 の 低 入 札 工 事 の 工 事 評 定 点 が ７ ２ 点 と ７ ４ 点 で あ れ ば 、 ７ ２ 点 を 採

用 し て 、  

Ａ 社 の 減 点  ＝  ５ 点  ×（ 75点 － 72点 ） ÷（ 75点 － 70点 ） ＝  ３ .０ 点  

（ 小 数 第 ２ 位 四 捨 五 入 ）  

 

③  県 内 下 請 及 び 県 内 産 資 材 の 使 用 義 務 付 け 違 反 に よ る 減 点  

島 根 県 発 注 の 令 和 ７ 年 度 に完 成 し た 公 共 工 事 に お い て 、 県 内 下 請 及 び 県 内 産 資 材

の 使 用 義 務 付 け 違 反 に よ る 工 事 成 績 評 定 点 の 減 点 を 受 け た こ と が あ れ ば 、 減 点 を 行

う 。  
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■減 点 基 準  

◆ 県 内 下 請 の 使 用 義 務 付 け 違 反 の 場 合 は － ２ 点  

◆ 県 内 産 資 材 の 使 用 義 務 付 け 違 反 の 場 合 は － ２ 点     

 

５  ペ ナ ル テ ィ  

① 技 術 提 案  

落札者が、履行義務有の技術提案を落札者の責により履行しなかった場合を想定し、契約時にその

内容と水準を明確に提示したペナルティ事項を以下に定める。 

評価項目 ペナルティ 詳細内容 

（1）-①盛土の品質向上 

工事成績評

定点の減点 

工事成績評定点から当該評価項目の加算点

の最高点を減点する。 

なお、受注者の責めに帰すべき事由によらな

い不測の事由により、技術提案の履行に影響が

でる場合には、その都度発注者と受注者の協議

により、その取扱について定めるものとする。 

（1）-②周辺環境対策 

（1）-③地域住民とのコミュニケーション 

 

② 建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）の活用 

受注者が建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）を活用※することを確約した場合において、正当な理

由がなく活用を行わなかった場合、「建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）の活用」評価の加算点の満点

に相当する点を限度として工事成績表定点の減点を行う。 

※活用とは、建設現場にカードリーダーを設置するなどして、技能労働者の就業履歴を蓄積することをい

う。蓄積する技能労働者の範囲は問わない。 

 

６  技 術 資 料 の 審 査 の 統 一 事 項  

技 術 資 料 の 審 査 が 公 平 か つ 迅 速 に 行 え る よ う 「 総 合 評 価 方 式 （ 建 設 工 事 ） 技 術 資 料 の

審 査 の 統 一 事 項 」 及 び 「 同 統 一 事 項 （ 具 体 事 例 ） 」 を 定 め 、 下 記 に 掲 載 し て い る の で 参 考

に す る こ と 。  

島 根 県 ホ ー ム ペ ー ジ  

ト ッ プ  > 環 境 ・ 県 土 づ く り  > 技 術 管 理  > 技 術 管 理 情 報  > 総 合 評 価 方 式  

>建 設 工 事 総 合 評 価 方 式 、 業 務 委 託 総 合 評 価 ・ プ ロ ポ ー ザ ル 方 式  

【 総 合 評 価 方 式 （ 建 設 工 事 ） 技 術 資 料 の 審 査 の 統 一 事 項 】  

  https://www.pref.sh imane. lg. jp/ infra/kouji/kouj i_ in fo/sougouhyouka/ 

https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/
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